
                                                         

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年の瀬を迎え、何かとあわただしい 12 月。生活リズムが崩れがちで、感染症も流行する時期です。

子ども達にとっては、クリスマスや年末年始とお楽しみがいっぱいの月ですが、体調管理には十分 

気を配っていきましょう。冬に向けて心も体も健やかに過ごせるよう、引き続き感染防止対策と風邪

予防もしっかりと行いましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発達にともない、子どもの走り方は変わっていきます。  ※文部科学省「基本的動作の調査」より 

 

はじめは、腕を振らずにぺたぺたと足だけで進む「パターン 1」。「パターン 2」は腕を振ってはいるも

のの、左右のバランスがとれていない状態です。走る経験を重ねることで、少しずつ足を蹴り上げ、大

きく両腕を振ることができるようになっていきます。最終的には、腕を大きく振り、膝をしっかり伸ば

してスムーズに走る「パターン 5」になるのです。最近の 3〜5 歳の子どもたちの 9 割以上が、パター

ン 1 か 2 の走り方だそうです。たくさん走ることで走り方は変わっていきます。体育遊びでは、走り

方を教えるのではなく、色々な動きの中で、走る事もたくさん経験できるよう意識しています。 

体育遊びだより

ノロウイルスなど感染性胃腸炎に要注意 

冬場に増えるノロウイルスは、通常 10 月から２月ごろまで感染のシーズンが続きます。ウイルスはカキやアサリ
などの二枚貝に蓄積されますが、貝類からの感染より、感染者の嘔吐物、排せつ物からうつる２次感染のケースが
多いようです。感染すると、激しい下痢や嘔吐、腹痛があり、38 度以上の発熱も伴います。今のところ、感染予防
のワクチンや治療薬は開発されていないため、症状が出たら水分を補給しながら回復を待つしかありません。 
予防としては、感染例が報告されている間は、二枚貝は加熱して食べる。また食事の際にはせっけんでよく手を洗
うなどです。ノロウイルスを殺すことはできませんが、手から洗い流すことができます。感染者は症状が回復して
も、その後１週間～１か月間、排せつ物とともにウイルスが体外に出るといわれています。発症から１か月ほどは
排せつ物に触れないように気をつけ、触れる危険性がある場所は、塩素系消毒剤をしみこませた布などで拭くよう
にしましょう。 

今月の保健行事 

身体測定４日（月）・５日（火） 

汚したものの安全な処理の仕方 

ほけんだより 2023 年 12 月号 

  
社会福祉法人イエス団 みなべ愛之園こども園 

消毒重点ポイント！ 

消毒は、コロナはアルコール 

ノロは次亜塩素酸（ハイターなど）が有効

です 

ハイターを使った消毒液作りの早見表 
水 500ml のペットボトルに対して 
200ppm＝2ml（ドアノブ/スイッチ等） 
500ppm＝5ml 

1000ppm＝10ml（吐瀉物/トイレ等） 
購入して開封後 3 カ月以内の場合。1 年後の物は 1.5 倍 

開封後 3 年過ぎたものは効果がないので廃棄しましょう。 
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